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第５０回  高等学校ラジオ作品コンクール ご案内 

 

 

 

は  じ  め  に 

 

 

 東海ラジオ放送では、文部科学省、中部９県教育委員会、一般社団法人日本民間放送連盟

の後援をいただいて「高等学校ラジオ作品コンクール」を実施して参りました。このコンク

ールは１９７２年（昭和４７年）に始まり、今年度で５０回目を迎えます（初年のみ２回実

施）。これまでの番組制作部門参加校はのべ２,２５０校にのぼります。また、３１回目を迎

えるアナウンス部門の参加者は２,８４５名になりました。長年の実績に対し、１９９４年

度に厚生省中央児童福祉審議会から「児童文化財」に推薦されました。 これは、多くの先

輩方や顧問の先生方のご協力の賜物でもあります。  

 そして今年度も、番組制作部門とアナウンス部門の２部門でコンクールを実施いたしま

す。ドラマ・録音構成など、１０分間の番組を作るには大変な努力が必要となりますが、表

現力と社会を見つめる多角的な視点を養い、チームワークの大切さを実感できるまたとな

い機会です。また、アナウンス部門では、ぜひ日本語の美しさも再認識してください。  

 詳細は以下をご覧ください。番組制作部門の最優秀賞および優秀賞受賞作品と、アナウ 

ンス部門最優秀者および優秀者のアナウンスは、東海ラジオで放送する予定です。多くの皆

さんのご参加を心からお待ちしています。  

 

 

 

 

《目 的》  

 このコンクールは放送作品の制作を通じて、高校生の感性を磨き、創造力と表現力を養い、

情操教育に役立てるとともに、放送文化への理解を深めようとするものです。  

 

 

 



《夏期講習会のご案内》  

●コロナウイルス感染対策のため、今年の夏期講習会は中止します。 

 

《締切》 

●２０２１年１０月１日（金）必着 （厳守） 

※東海ラジオ本社での持ち込み受付は行っていません。 

 

《あて先》  

     〒４６１－８５０３ 東海ラジオ放送 報道制作局  

     「高等学校ラジオ作品コンクール係」（住所不要） 

 

《番組制作部門 A・B の応募方法》 

１．作品はＣＤ－Ｒで「オーディオＣＤ」として提出してください。これ以外の形式で提

出された場合は、 内容にかかわらず失格となります。応募作品については録音内容

を必ずチェックして提出してください。  

２．提出作品のケースには「A」または「B」、学校名、制作タイトルを記載してくださ

い。作品本体にも必ずお願いします。また、番組制作部門専用のエントリーシートや

ＣＵＥシートなどをそれぞれ必ず添付してください。エントリーシートやＣＵＥシー

トには（A/自由形式・ B/課題ドラマ）のいずれかに○を記入してください。複数に

なりますのでコピーして使用してください。 

３．番組のＢＧＭや効果音に市販のレコード・ＣＤの音源（楽曲など）を使用した場合

は、使用楽曲一覧表にレコード会社、ＣＤ番号、ＣＤタイトル、曲名、演奏者名がわ

かるように記載し添付してください。（自作自演して自分たちで録音したオリジナル

のものについては記載の必要はありません） 

４．制作に要する費用は各校の負担となります。 

５．受賞作品の著作権および放送に関する一切の権利は、東海ラジオ放送に帰属するもの

とします。 

６．他のコンクールに出品したもので、入選作品以外のものであれば、その作品をもとに

改めて制作したものも応募できます。 

 

 



《アナウンス部門の応募方法》 

１．作品はＣＤ－Ｒで「オーディオＣＤ」として提出してください。これ以外の形式で提出

された場合は、 内容にかかわらず失格となります。応募作品については録音内容を必

ずチェックして提出してください。 

２．提出作品のケースには必ず「アナウンス部門 学校名・アナウンス担当者名」を明記

してください。作品本体にも必ずお願いします。 

３．アナウンス部門専用のエントリーシートを添付してください。 

  ※例年、録音状況が悪く聞き取りにくい作品が見受けられます。応募作品について

は、録音内容を必ずチェックしてから提出してください。 

 

《審 査》 

●審査は社外委員（愛知・岐阜・三重、各県教委視聴覚教育担当責任者など）と社内委員（東

海ラジオ放送社員）とで構成する審査会で行います。 

 

 《発 表》 

●審査結果は、１２月中旬に東海ラジオ放送ＨＰ、および中日新聞紙上で発表し、参加各

高等学校には文書で通知します。 

 

《表彰式》 

●表彰式は受賞校の代表者を招き、２０２１年１２月１０日（金）（予定）に東海ラジオ放

送で行います。  

●受賞のため来社される代表者（生徒１名と放送部顧問１名）の通常の公共交通機関による

旅費実費は主催者側で負担します。（タクシー利用は自己負担）  

 

《受賞作品の放送》 

●東海ラジオ放送で、各部門受賞作品（最優秀賞、優秀賞、特別賞）を２０２１年１２月下

旬（予定）に放送します。 

 

 

 



♪番組制作部門Ａ/自由形式♪ 

 

 ◆作 品 

●作品は自由形式（録音構成・ドラマ）です。自由形式の脚本・構成は在校生の創作による

ものとします。  

●自由形式のテーマは、素朴な疑問や社会の課題、伝えたいこと、知ってほしい人など、日

常の高校生活の中から見つけてください。創作（演出、演技、アナウンス、ミキシング）

は、すべて在校生自身の手によるものとします。  

●下記の要項に従い、作品の長さは９分以上１０分以内に仕上げてください。  

※9 分未満および１０分を超える場合は審査対象になりません。 

  

♪録音の仕方♪  

 

●参加は１校１作品とします。 

●番組制作部門Ａ/自由形式に応募した場合は、番組制作部門Ｂ/課題ドラマへの応募はで

きません。 

  

 

◆表 彰 

＊最優秀賞／１校＊……文部科学大臣賞 日本民間放送連盟賞 東海ラジオ放送賞 

三協賞 

＊優 秀 賞／２校＊……日本民間放送連盟賞 東海ラジオ放送賞 三協賞  

＊特 別 賞＊……………東海ラジオ放送賞 三協賞  

※各賞増減または該当校なしの場合もあります 。 

 

 

 

○○高等学校制作 

「△△（タイトル）」 

空白 

５秒 

番組（中身） 

９～１０分 

空白 

５秒 

○○高等学校制作 

「△△」を終わります 



♪番組制作部門/Ｂ課題ドラマ♪ 

 

 ◆作 品 

●作品は課題ドラマです。課題ドラマは次ページに記載した７分程度の脚本に、各学校の個

性を活かした創作を加えて制作してください。 

●創作（追加の脚本、演出、演技、ミキシング）は、すべて在校生自身によるものとします。  

●下記の要項に従い、作品の長さは９分以上１０分以内に仕上げてください。  

※９分未満および１０分を越えた場合は審査対象になりません。 

  

♪録音の仕方♪  

●タイトルは必要ならば各学校で考えてつけてください。 

●放送部の状況により登場人物の性別を変えても構いません。 

●参加は１校１作品とします。 

●番組制作部門 B/課題ドラマに応募の場合、番組制作部門 A/自由形式の応募はできませ

ん。 

 

 

◆表 彰 

＊最優秀賞／１校＊……日本民間放送連盟賞 東海ラジオ放送賞 三協賞  

＊優 秀 賞／２校＊……日本民間放送連盟賞 東海ラジオ放送賞 三協賞  

＊特 別 賞＊……………東海ラジオ放送賞 三協賞  

※各賞増減または該当校なしの場合もあります。 

 

 

  

○○高等学校制作 

課題ドラマ 

「△△（タイトル）」 

空白 

５秒 

番組（中身） 

約９分～１０分 

空白 

５秒 

○○高等学校制作 

課題ドラマ 

「△△」を終わります 
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人
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カ
オ
ル 

ト
モ
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女
の
子 

男
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◯
海
沿
い
の
道 

  
 
 
 
 
 
 
 

雨
音
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
雨
の
中
を
歩
く
足
音
。 

 

カ
オ
ル
（
Ｎ
） 

今
日
も
雨
だ
。
大
事
な
時
は
い
つ
も
雨
が
降
る
。
昔
、
母
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
。
雨
は
、

自
分
の
代
わ
り
に
泣
い
た
り
汗
を
流
し
た
り
し
て
く
れ
る
ん
だ
っ
て
。
高
校
受
験
の
発
表
の
日
。

大
好
き
な
バ
ン
ド
が
解
散
し
た
日
。
そ
し
て
さ
っ
き
、
母
さ
ん
の
葬
式
が
終
わ
っ
た
。
だ
か
ら

僕
は
い
つ
も
の
よ
う
に
青
い
傘
を
差
し
て
、
海
沿
い
の
道
を
歩
く
。
雨
を
感
じ
る
た
め
に
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

雨
音
と
足
音
が
続
く
。 

 

ト
モ
コ 

 

ね
え
カ
オ
ル
。
雨
、
好
き
？ 

カ
オ
ル 

 

好
き
だ
と
思
う
？ 

ト
モ
コ 

 

嫌
い
だ
と
思
う
。 

カ
オ
ル 

 

じ
ゃ
あ
聞
く
な
よ
。 

ト
モ
コ 

 

一
応
聞
い
て
み
た
。 

カ
オ
ル 

 

は
っ
き
り
言
う
よ
。
僕
は
雨
が
嫌
い
、
な
の
か
分
か
ら
な
い
。 

ト
モ
コ 

 

な
ん
だ
そ
れ
。 

カ
オ
ル 

 

大
事
な
時
に
降
る
か
ら
鬱
陶
し
い
気
も
す
る
し
、
だ
か
ら
こ
そ
大
事
な
気
も
す
る
し
、 

ト
モ
コ 

 

な
ん
だ
そ
れ
。 

カ
オ
ル 

 

ト
モ
コ
は
。 

ト
モ
コ 

 

わ
た
し
は
好
き
。
ほ
ら
こ
う
し
た
ら
、
泣
い
て
て
も
ば
れ
な
い
し
！ 

カ
オ
ル 

 

お
い
風
邪
引
く
よ
。
そ
れ
に
ト
モ
コ
は
泣
い
た
こ
と
な
ん
て
無
い
だ
ろ
う
。 

ト
モ
コ 

 

あ
る
よ
バ
ー
カ
。
死
ぬ
ほ
ど
泣
い
て
き
た
わ
。 

カ
オ
ル 

 

じ
ゃ
あ
僕
が
知
ら
な
い
だ
け
か
。 
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ト
モ
コ 

 

そ
、
カ
オ
ル
が
知
ら
な
い
だ
け
。 

 

声 
 
 
 

ね
え
！ 

 

カ
オ
ル
（
Ｎ
） 

突
然
、
後
ろ
か
ら
呼
び
止
め
ら
れ
た
。
振
り
返
る
と
そ
こ
に
は
、
小
学
校
低
学
年
く
ら
い

の
小
さ
な
女
の
子
が
、
小
さ
な
赤
い
傘
を
差
し
て
立
っ
て
い
た
。 

 

女
の
子 

 

ど
こ
に
行
く
の
？ 

カ
オ
ル 

 

ど
こ
で
も
な
い
よ
。 

女
の
子 

 

ど
こ
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
の
？ 

カ
オ
ル 

 

違
う
よ
、
た
だ
歩
い
て
る
だ
け
、
っ
て
意
味
。 

女
の
子 

 

ど
う
し
て
た
だ
歩
い
て
る
の
？ 

カ
オ
ル 

 

そ
う
い
う
時
も
あ
る
ん
だ
よ
。 

女
の
子 

 

へ
え
〜
。
わ
た
し
は
そ
う
い
う
時
な
い
な
ぁ
。 

カ
オ
ル 

 

君
は
ど
こ
に
行
く
の
？ 

女
の
子 

 

天
国
。 

カ
オ
ル 

 

え
？ 

女
の
子 

 

だ
か
ら
、
天
国
！ 

 

カ
オ
ル
（
Ｎ
） 

心
が
ざ
わ
つ
い
た
。
こ
ん
な
日
に
、「
天
国
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
女
の
子
」
に
会
っ
た
の

は
、
偶
然
な
の
か
、
必
然
な
の
か
。 

 

カ
オ
ル 

 

…
ど
う
し
て
天
国
に
行
く
の
？ 

女
の
子 

 

パ
パ
が
い
い
と
こ
ろ
だ
っ
て
！ 

カ
オ
ル 

 

そ
っ
か
。 

女
の
子 

 

行
っ
た
こ
と
あ
る
？ 

カ
オ
ル 

 

な
い
よ
。
だ
っ
て
天
国
っ
て
、
死
ん
だ
人
が
行
く
と
こ
ろ
だ
よ
。 

女
の
子 

 

え
ー
っ
！
知
ら
な
か
っ
た
！ 

 

カ
オ
ル
（
Ｎ
） 

女
の
子
の
び
っ
く
り
し
た
顔
を
見
た
ら
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

女
の
子 

 

一
緒
に
歩
い
て
も
い
い
？  

カ
オ
ル 

 

別
に
い
い
け
ど
、
天
国
っ
て
こ
っ
ち
な
の
？ 

女
の
子 

 

そ
う
だ
よ
！
す
ぐ
そ
こ
！ 

ト
モ
コ 

 

面
白
い
じ
ゃ
ん
。
行
っ
て
み
よ
う
よ
。 

カ
オ
ル 

 

で
も
… 
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ト
モ
コ 

 

天
国
。
見
た
い
じ
ゃ
ん
。 

カ
オ
ル 

 

じ
ゃ
あ
… 

 

カ
オ
ル
（
Ｎ
） 
雨
は
降
り
止
ま
な
い
。
僕
た
ち
は
、
並
ん
で
歩
き
出
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

雨
音
と
足
音
。 

 

女
の
子 

 

ゴ
ー
ー
ー
ル
！ 

カ
オ
ル 

 

え
？ 

女
の
子 

 

着
い
た
ー
っ
！ 

  
 
 
 
 
 
 
 

小
さ
な
遊
園
地
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

明
る
い
音
楽
、
客
の
笑
い
声
。 

 

カ
オ
ル 

 

こ
こ
が
…
天
国
？ 

女
の
子 

 

そ
う
だ
よ
！ 

ほ
ら
、
あ
れ
見
て
よ
！ 

 

カ
オ
ル
（
Ｎ
）
煌
び
や
か
な
看
板
に
は
、
英
語
で
大
き
く
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
ト
ゥ
・
ヘ
ブ
ン
」
と
書
い
て
あ

る
。
…
あ
あ
ほ
ん
と
だ
。
間
違
い
な
い
。
確
か
に
こ
こ
は
「
天
国
」
だ
。 

 

カ
オ
ル 

 

な
ん
だ
、
そ
う
か
。 

女
の
子 

 

な
ん
か
ね
、
あ
と
一
週
間
は
ず
っ
と
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
っ
て
。
天
国
！ 

カ
オ
ル 

 

そ
う
か
。
僕
は
て
っ
き
り
君
が
… 

女
の
子 

 

わ
た
し
が
？ 

 

カ
オ
ル
（
Ｎ
）
て
っ
き
り
君
が
、
母
さ
ん
の
代
わ
り
に
現
れ
て
く
れ
た
の
か
と
思
っ
た
よ
。
な
あ
ん
て
、
言

え
な
い
な
。 

 

女
の
子 

 

ね
ぇ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
見
て
て
！ 

あ
れ
乗
っ
て
く
る
！ 

カ
オ
ル 

 

え
、
チ
ケ
ッ
ト
買
わ
な
き
ゃ
。 

女
の
子 

 

持
っ
て
る
！ 

カ
オ
ル 

 

お
い
転
ぶ
よ
、
気
を
つ
け
て
！ 

  
 
 
 
 
 
 
 

女
の
子
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
ー
っ
！
」
と
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。 

 

ト
モ
コ 

 

間
違
い
な
い
。
こ
り
ゃ
天
国
だ
。 
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カ
オ
ル 

 

あ
あ
。
天
国
だ
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

笑
い
合
う
二
人
。 

 

ト
モ
コ 

 

覚
え
て
る
？ 

カ
オ
ル 

 

な
に
を
。 

ト
モ
コ 

 

わ
た
し
と
初
め
て
遊
園
地
行
っ
た
時
の
こ
と
。 

カ
オ
ル 

 

あ
あ
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
事
件
な
。 

ト
モ
コ 

 

そ
う
、
あ
ん
た
が
カ
ボ
チ
ャ
の
馬
車
か
ら
降
り
な
か
っ
た
事
件
。 

カ
オ
ル 

 

「
僕
こ
こ
に
住
む
！
」
っ
て
泣
い
た
や
つ
な
。 

ト
モ
コ 

 

そ
う
。
あ
れ
は
大
変
だ
っ
た
。 

カ
オ
ル 

 

そ
う
だ
ろ
う
な
。
…
あ
れ
？ 

ト
モ
コ 

 

な
に
。 

カ
オ
ル 

 

な
ん
か
お
か
し
い
よ
ね
。
今
の
話
。 

ト
モ
コ 

 

お
か
し
く
な
い
よ
。
あ
の
カ
ボ
チ
ャ
素
敵
だ
っ
た
も
ん
。
住
み
た
く
な
る
気
持
ち
分
か
っ
た
よ
。 

カ
オ
ル 

 

そ
う
じ
ゃ
な
く
て
さ
。
ト
モ
コ
、
今
さ
… 

  
 
 
 
 
 
 
 

走
っ
て
行
く
子
ど
も
。 

 

男
性 

 
 

お
ー
ー
ー
い
。
ミ
…
ミ
ズ
キ
ー
ー
ッ
！ 

 

カ
オ
ル
（
Ｎ
）
ま
た
後
ろ
か
ら
声
が
し
た
。
振
り
返
る
と
、
息
を
切
ら
し
た
男
性
。 

 

カ
オ
ル 

 

あ
、
も
し
か
し
て
。 

男
性 

 
 

（
息
を
切
ら
し
つ
つ
）
娘
が
…
ご
迷
惑
お
か
け
し
て
、
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
。 

カ
オ
ル 

 

あ
、
ど
う
も
。 

男
性 

 
 

今
日
ね
、
遠
足
だ
っ
た
の
に
、
雨
で
中
止
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
凄
く
落
ち
込

ん
じ
ゃ
っ
て
。 

カ
オ
ル 

 

そ
う
な
ん
で
す
か
。 

男
性 

 
 

だ
か
ら
連
れ
て
き
た
ん
で
す
よ
。
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
な
ら
雨
で
も
乗
れ
る
と
思
っ
て
。 

女
の
子 

 

（
遠
く
か
ら
）
お
ー
ー
ー
い
！ 

男
性 

 
 

お
ー
ー
ー
い
！ 

女
の
子 

 

パ
パ
ー
ッ
！ 

お
兄
ち
ゃ
ー
ん
っ
！ 

わ
た
し
ね
ー
っ
、
雨
大
好
き
ー
ー
っ
！ 

  
 
 
 
 
 
 
 

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
の
音
楽
が
、
流
れ
続
け
る
。 
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カ
オ
ル
（
Ｎ
）
あ
の
子
が
手
を
降
っ
て
い
る
。
お
父
さ
ん
が
手
を
振
り
返
す
。
そ
の
光
景
に
懐
か
し
さ
を
覚

え
て
、
横
を
見
る
。
ト
モ
コ
は
笑
っ
て
い
る
。
そ
う
だ
、
こ
の
人
が
「
ト
モ
コ
」
っ
て
い
う
名

前
だ
っ
て
、
僕
は
今
日
の
今
日
ま
で
忘
れ
て
た
ん
だ
。
だ
っ
て
そ
ん
な
風
に
、
こ
の
人
を
呼
ん

だ
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

雨
は
上
が
っ
て
い
る
。 

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
は
回
っ
て
い
る
。 

 

ト
モ
コ 

 

カ
オ
ル
。 

    

作
・
鹿
目 

由
紀 

―
書
き
下
ろ
し
― 



ふ り が な

タ イ ト ル

学　校　名

〒

指導教諭名

連絡先（アドレス又は携帯）

脚　　　本

演　　　出

出　演　者

第５０回高等学校ラジオ作品コンクール

番組制作部門（A/自由形式・B/課題ドラマ）エントリーシート

学校所在地

電話番号（　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　）

（番組制作部門Aのみ、番組のねらいや内容について２００字以内にまとめる）

１．制作スタッフおよび出演者

２．番組について



ＣＵＥシート（ 番組制作部門 A ・ 番組制作部門 B ） 

タイトル                                ページ 

学 校 名                                                          

※必要に応じて枚数を増やしてください。その場合は右上にページ数を記入してください。 

 

音声レベル  時間  楽曲番号  使用目的 

（通常・テーマ・背景） 

 

内 容 
放送 BG  分 秒 

        

        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        



使用楽曲一覧表（ 番組制作部門 A ・ 番組制作部門 B ） 

タイトル                                ページ 

学 校 名                                                         

 

①作詞者名 ①歌手名

②作曲者名 ②演奏者名

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

① ①

② ②

16

通常

テーマ

背景

使用目的

（〇をつけてください）

番

号
曲名 レコード会社 CD番号 使用時間

通常

テーマ

背景

1

通常

テーマ

背景

通常

テーマ

背景

通常

テーマ

背景

通常

テーマ

背景

通常

テーマ

背景

通常

テーマ

背景

4

通常

テーマ

背景

通常

テーマ

背景

2

3

通常

テーマ

背景

通常

テーマ

背景

通常

テーマ

背景

通常

テーマ

背景

通常

テーマ

背景

通常

テーマ

背景

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

15

 

 



♪アナウンス部門♪ 

 

 ◆作 品 

●応募者自身が書いた原稿を、２分以内でアナウンスしてください。テーマは、日常の高校

生活の中から自由に見つけてください。  

●課題文を朗読してください。（原稿は次ページに記載）  

●下記の要項でアナウンス・朗読を続けて録音したオーディオＣＤを提出してください。 

 

♪録音の仕方♪  

○○高等学校 

△△（名前）です 

アナウンス 

（２分以内） 

朗読 

 

課題文 朗読を終わります 

 

 

●参加は１校３名までとします。 

 

 

 ◆表 彰 

＊最優秀賞／１名＊……日本民間放送連盟賞 東海ラジオ放送賞 三協賞  

＊優 秀 賞／３名＊……日本民間放送連盟賞 東海ラジオ放送賞 三協賞 

            ※該当者なしの場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
朗
読
原
稿  

 
 
 
  

  

東
京
に
移
つ
て
か
ら
間
も
な
く
の
頃
で
あ
る
。
あ
る
夜
本
郷
の
肴
町
を
散
歩
し
て
ゐ
る
と
、
南
天

堂
と
い
ふ
本
屋
の
隣
店
の
前
に
、
人
が
黒
山
の
や
う
に
た
か
つ
て
ゐ
る
。
へ
ん
な
形
を
し
た
ラ
ツ
パ

の
口
か
ら
音
が
き
れ
ぎ
れ
に
も
れ
る
の
で
あ
る
。  

「
は
は
あ
！ 

こ
れ
が
ラ
ヂ
オ
だ
な
。」 

と
私
は
直
感
的
に
感
じ
た
。
し
か
し
暫
ら
く
き
い
て
ゐ
る
と
、
ど
う
し
て
も
蓄
音
機
の
や
う
で
あ
る
。

し
か
も
こ
は
れ
た
機
械
で
キ
ズ
だ
ら
け
の
レ
コ
ー
ド
を
か
け
て
る
時
に
そ
つ
く
り
で
、
絶
え
ず
ガ
リ

ガ
リ
と
い
ふ
針
音
、
ザ
ラ
ザ
ラ
と
い
ふ
雑
音
が
響
い
て
く
る
。
何
か
琵
琶
歌
の
や
う
な
も
の
を
や
つ

て
る
ら
し
い
が
、
唱
に
雑
音
が
ま
じ
つ
て
聴
え
る
と
い
ふ
よ
り
は
む
し
ろ
雑
音
の
中
か
ら
歌
が
聴
え

る
と
い
ふ
感
じ
で
あ
る
。 

ラ
ヂ
オ
と
い
ふ
も
の
を
、
大
変
ふ
し
ぎ
な
も
の
、
肉
声
が
そ
の
ま
ま
伝
つ
て
く
る
も
の
と
思
つ
て

ゐ
た
私
は
、
こ
の
不
自
然
な
器
械
的
の
音
声
を
、
ど
う
し
て
も
ラ
ヂ
オ
と
は
思
へ
な
か
つ
た
。
そ
れ

に
へ
ん
な
形
を
し
た
ラ
ツ
パ
と
い
ふ
の
も
、
蓄
音
機
の
電
気
拡
声
器
と
し
て
、
以
前
か
ら
使
は
れ
て

ゐ
た
も
の
で
あ
る
。 

「
蓄
音
機
だ
な
？
」  

さ
う
言
つ
て
私
が
連
れ
の
方
を
顧
み
た
時
、
側
に
ゐ
た
四
五
人
の
男
女
が
、
い
つ
せ
い
に
私
を
見
つ

め
た
。
そ
の
視
線
に
は
、
明
ら
か
に
「
田
舎
者
め
！
」
と
い
ふ
皮
肉
な
冷
笑
が
浮
ん
で
ゐ
た
。
じ
つ

さ
い
田
舎
者
で
あ
り
東
京
に
出
た
ば
か
り
の
私
は
、
ハ
ツ
と
し
て
急
に
そ
こ
を
立
去
つ
た
。 

  

こ
れ
が
私
の
始
め
て
ラ
ヂ
オ
を
聞
い
た
時
の
印
象
で
あ
る
。
尤
も
そ
の
前
か
ら
、
非
常
な
好
奇
心

を
も
つ
て 

「
ま
だ
知
ら
ぬ
ラ
ヂ
オ
」
に
あ
こ
が
れ
て
ゐ
た
。
一
度
な
ど
は
、
浅
草
の
何
と
か
い
ふ

珈
琲
店

カ

フ

エ 

に
ラ
ヂ
オ
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
詩
人
の
多
田
不
二
君
と
聴
き
に
行
つ
た
。
前

の
南
天
堂
の
二
階
へ
も
、
ラ
ヂ
オ
を
き
く
目
的
で
紅
茶
を
の
み
に
行
つ
た
。
し
か
し
運
悪
く
ど
こ
で

も
機
械
が
壊
れ
て
ゐ
た
り
、
時
間
が
は
づ
れ
た
り
し
て
、
い
つ
も
空
し
く
帰
つ
て
き
た
。 

   

萩
原
朔
太
郎
「
ラ
ヂ
オ
漫
談
」
よ
り
抜
粋 



学　校　名

ふりがな

アナウンス担当者

〒

指導教諭名

連絡先（アドレス又は携帯）

〇応募者自身による原稿の全文

第５０回高等学校ラジオ作品コンクール

アナウンス部門エントリーシート

学校所在地

電話番号（　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　）



◇ 第４９回高等学校ラジオ作品コンクール入賞校 ◇ 

《番組制作部門》  

最 優 秀 賞…富山県立南砺福野高等学校 「続けると、いつか、」  

優 秀 賞…桜 丘 高 等 学 校 「吃音と生きる」  

 〃  …兵庫県立東播磨高等学校 「そっと優しくしてほしい」 

 〃  …静 岡 大 成 高 等 学 校 「声を聴かせて」 

  

《アナウンス部門》  

最 優 秀 賞…宮 本 佳 歩  （武庫川女子大学附属高等学校）  

優 秀 賞…山 下 恵里佳  （ 日 本 大 学 三 島 高 等 学 校 ）  

 〃  …澤 田 茉 琴  （ 富 山 県 立 桜 井 高 等 学 校 ）  

 〃  …阿 部 さくら  （ 福 島 県 立 郡 山 高 等 学 校 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

番組部門 最優秀賞  

 

 

 

 

 

 

 

アナウンス部門 最優秀賞 

 



主   催 

   

 東 海 ラ ジ オ 放 送 株 式 会 社  

 

 

後   援  

 

文 部 科 学 省 

愛 知 県 教 育 委 員 会 

岐 阜 県 教 育 委 員 会 

三 重 県 教 育 委 員 会 

静 岡 県 教 育 委 員 会 

滋 賀 県 教 育 委 員 会 

福 井 県 教 育 委 員 会  

石 川 県 教 育 委 員 会 

富 山 県 教 育 委 員 会 

長 野 県 教 育 委 員 会 

日 本 民 間 放 送 連 盟 

 

協   賛  

株 式 会 社   三 協 

 

 

 

 

 


	第５０回ご案内
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